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令和元年度 e・アンケートモニター 

第１回アンケート№２(1)調査結果 

テーマ「障害者スポーツ・障害者の文化芸術活動について」 

 
Ⅰ 調査の概要 

１ 調査の目的 

    県では、スポーツや文化芸術活動を通じた障害のある人の社会参加の促進に取り組んでいます。 

こうした中、東京 2020 パラリンピック競技大会を来年に控え、山口県においても、大会を契機として、

障害や障害のある人への理解を促進し、共生社会の実現に向けた取組を進めたいと考えています。 

この調査では、県が行う事業等への関心度を測るとともに、その意義等に関するご意見をお伺いし、

今後、県が取り組むべき施策を検討する上での参考とさせていただきます。 

２ 調査実施期間 

令和元年７月１７日（水）～７月３１日（水） 

３ 調査対象 

令和元年度ｅ・アンケートモニター 116人 

４ 回答状況 

回答者 71人（回答率 61.2％） 

５ 調査担当課 

山口県健康福祉部障害者支援課 

 

Ⅱ 回答者の属性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「回答者の属性」、「調査結果」の各グラフ及び各表中に示した数値は小数点第２位を四捨五入しているため、

全項目の合計が 100.0％とならない場合があります。 

 

区分 人数 ％ 

男性 45 63.4  

女性 26 36.6  

計 71 100.0  

 

区分 人数 ％ 

18～29歳 3 4.2  

30歳代 5 7.0  

40歳代 13 18.3  

50歳代 19 26.8  

60歳代 14 19.7  

70歳以上 17 23.9  

計 71 100.0  
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はい, 25.4% 

いいえ, 

74.6% 

はい, 52.1% いいえ, 

47.9% 

はい, 26.8% 

いいえ, 

73.2% 

Ⅲ 調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 

 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選択肢 人数 ％ 

はい 18 25.4 

いいえ 53 74.6 

計 71 100.0 

選択肢 人数 ％ 

はい 37 52.1 

いいえ 34 47.9 

計 71 100.0 

選択肢 人数 ％ 

はい 19 26.8 

いいえ 52 73.2 

計 71 100.0 

Ｑ１ これまで障害者スポーツを体験または観戦したことはありますか。（１つのみ） 

Ｑ２ 来年、東京 2020オリンピック・パラリンピック大会が開催されますが、パラリンピック

の競技種目で見てみたいと思う種目はありますか。（１つのみ）        

Ｑ３ 山口県が、世界を目指す障害者アスリートの活動を支援する事業を実施していることを 

ご存知ですか。（１つのみ） 
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① 県障害者芸術文化祭（毎年開催） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 2018アール・ブリュット展 in山口ゆめ花博（昨年、ゆめ花博の会場で開催） 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                        

 

 

選択肢 人数 ％ 

行ったことがある 4 5.6 

取組は知っている 17 23.9 

知らない 50 70.4 

計 71 100.0 

選択肢 人数 ％ 

行ったことがある 11 15.5 

取組は知っている 7 9.9 

知らない 53 74.6 

計 71 100.0 

Ｑ５ 県では、障害者の文化芸術作品等の発表・鑑賞の機会の確保のための取組を行っています

が、次の取組をご存知ですか。（１つのみ） 

Ｑ４ 今後、山口県に障害者スポーツ（パラスポーツ）が定着するために、何が必要と感じます

か。（いくつでも） 

63.4% 

56.3% 

71.8% 

43.7% 

8.5% 

障害者スポーツを体験する機会の増加 

障害者スポーツを行うための環境整備（施設のバリアフリー化） 

県民の障害や障害者スポーツに関する理解の促進 

競技レベルを高める障害者アスリートへの支援 

その他 

0% 20% 40% 60% 80%

選択肢 人数 ％ 

障害者スポーツを体験する機会の増加 45 63.4 

障害者スポーツを行うための環境整備 

（施設のバリアフリー化） 
40 56.3 

県民の障害や障害者スポーツに関する理解の促進 51 71.8 

競技レベルを高める障害者アスリートへの支援 31 43.7 

その他 6 8.5 
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Ｑ６ 障害のある人が文化芸術活動に取り組む意義は何だと思いますか。（いくつでも） 

Ｑ７ 障害のある人の文化芸術活動の普及・啓発のため、最も必要だと思うことは何だと考えま

すか。（１つのみ） 

84.5% 

54.9% 

26.8% 

5.6% 

障害のある人が持っている個性・能力を活かし、生活を豊かにして自己実

現を図る機会となること 

障害のない人が作品等を鑑賞することにより、障害や障害のある人への

理解が進むこと 

障害のある人が制作した作品は、既存のジャンルに収まらない新たな価

値観を提供すること 

その他 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

選択肢 人数 ％ 

障害のある人が持っている個性・能力を活かし、生活を豊

かにして自己実現を図る機会となること 
60 84.5% 

障害のない人が作品等を鑑賞することにより、障害や障

害のある人への理解が進むこと 
39 54.9% 

障害のある人が制作した作品は、既存のジャンルに収ま

らない新たな価値観を提供すること 
19 26.8% 

その他 4 5.6% 

 

選択肢 人数 ％ 

展覧会の開催を通した鑑賞の機会の確保 23 32.4 

障害者の文化芸術活動への支援体制の整備 35 49.3 

文化芸術活動を行う障害者の調査・発掘 4 5.6 

文化芸術活動に関する相談への対応 4 5.6 

その他 5 7.0 

計 71 100.0 

 


